


また、海外売上比率は 90％を超えており、それから形成されるグローバルなつながりを利
用して、顧客のニーズを引き出している。 

2 つ目にニーズを形にする力である。村田氏製作所は材料から製品までの一貫生産体制を
構築しており、技術を独自開発することで他社と比較した優位性を築いている。また、海外
に広く展開しているにもかかわらず、工場のうち 60％を国内に置いており、コロナ渦で混
乱した物流にもある程度耐えながら、製品を作り続けることができた。この安定性もニーズ
を形にする力の一つといえるだろう。 

3 つ目に価値を届ける力である。先にも書いたように、村田製作所は生産における多くの
開発を自社で行っているため、スピーディかつタイムリーに顧客へ価値を提供することが
できる。 
 
 
3．その競争優位性に持続性があるかどうか理解できるか 
シェアを獲得し続けることができる限り、村田製作所の競争優位性を持続的に発揮する

ことができるだろう。安定性もある程度あり、将来への持続性もあると思う。 
 
 
4．この会社で自身の人的資本の価値向上を達成できると思うか 
 将来を担う世代が、会社の 10 年後、20 年後のあるべき姿について考える「備えプロジェ
クト」を立ち上げた。ライフスタイルの変化とビジネスモデルの在り方、そして変化を踏ま
えて現時点で準備するべき課題などを議論している。また、イノベーションを促進するため
の人材育成のも尽力している。若年の従業員に対して「キャリア形成プログラム」を実施し
ているほか、階層ごとの教育研修制度を用意している。 
 将来世代にもかなり手厚くキャリア育成などのプログラムを用意しており、人的資本の
価値向上を達成できると感じた。 
  
 
5．報告書にはどのような改善余地があるか 
 とくに改善する必要はないと感じた。全体的にわかりやすく首尾一貫した主張で村田製
作所のポリシーがはっきりと伝わってきた。 
 
 


